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3月定例会

清川村議会HP

村の花　ミツバツツジ

～村民の皆さまと共に～～村民の皆さまと共に～

おかげさまで、
清川村議会だよりは
第200号を迎えました。

水水と緑緑あふれる心心のふるさと



「
議
会
だ
よ
り
」
第
１
号
は
、
昭
和
46
年
８
月
に
発
行
。

当
時
の
内
容
は
、
審
議
さ
れ
た
議
案
や
村
長
の
施
政
方
針
、

一
般
質
問
の
報
告
な
ど
が
中
心
で
、
紙
面
に
写
真
は
な
く
活

字
の
み
で
し
た
。
そ
し
て
、
第
２
号
か
ら
は
、
新
た
に
設
置

さ
れ
た
「
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
」（
現
在
の
「
広
報
広

聴
委
員
会
」）
に
よ
っ
て
内
容
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
に
至
る
ま
で
住
民
の
皆
さ
ん
が
読
み
や
す
い
紙
面
と
な

る
よ
う
委
員
は
日
々
、
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
72
号
か
ら
は
Ｂ
５
版
か
ら
Ａ
４
版
に
、
第
94
号

か
ら
は
単
色
印
刷
か
ら
２
色
印
刷
に
変
更
さ
れ
、
第
１
２
８

号
か
ら
は
よ
り
魅
力
あ
る
紙
面
を
目
指
し
て
表
紙
と
裏
表
紙

の
み
カ
ラ
ー
化
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
全
ペ
ー
ジ
が
フ
ル
カ
ラ
ー
印

刷
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
フ
ル

カ
ラ
ー
に
な
っ
た
の
は
昨
年
の
６
月
か
ら
。

時
代
と
共
に
変
化
を
遂
げ
て
き
た
「
議
会
だ
よ
り
」。「
議

員
」
は
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
”
声
〝
を
真
摯
に
受
け
止

め
政
策
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
一
方
「
議
会
だ
よ
り
」
で
そ

の
議
会
活
動
を

紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

議
会
の
役
割
は
？

村
に
は
、
予
算
や
村
政
の

方
針
を
決
定
す
る
議
決
機
関

と
、
議
決
に
基
づ
い
て
政
策

を
実
施
す
る
執
行
機
関
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、村（
行

政
）
は
「
執
行
機
関
」、
議

会
は
「
議
決
機
関
」
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

議
員
の
定
数
・
任
期
は
？

定
数
は
８
人
で
、
任
期
は

１
期
４
年
で
す
。現
議
員（
上

記
写
真
）
の
任
期
は
、
令
和

７
年
４
月
30
日
ま
で
で
す
。

議
会
の
運
営
と
は
？

定
例
会（
３・６・９・12
月
）

と
、
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
案
件
に
対
す
る
議

会
の
意
思
決
定
（
議
決
）
が

諮
ら
れ
ま
す
。

村
民
に
対
す
る
議
会
か
ら

の
報
告
は
？

本
紙
、
つ
ま
り
定
例
会
後

に
発
行
さ
れ
る
こ
の
「
議
会

だ
よ
り
」
を
ぜ
ひ
今
後
も
ご

覧
く
だ
さ
い
！

※写真は令和６年６月現在

議員 笹原和織

議長 細野洋一

議員 落合美和

議員 藤田義友

「
議
会
」って
？

「
議
員
」って
？

0２ 0 記念特集 創
刊第 号

ま
で
の
移
り
変
わ
り

～
村
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
～

議
会
だ
よ
り「
第
２
０
０
号
」
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52
年
の
歳
月
を
経
て
、
創

刊
第
２
０
０
号
の
記
念
特
集

の
ペ
ー
ジ
を
掲
載
す
る
に
至

り
ま
し
た
。

清
川
村
議
会
が
歩
み
始
め

て
か
ら
67
年
。

時
代
の
変
遷
と
共
に
複

雑
・
多
様
化
す
る
諸
課
題
に

対
し
解
決
の
道
を
探
る
た
め
、

慎
重
に
こ
れ
を
審
議
し
、
そ

の
議
会
活
動
を
村
民
の
皆
さ

ま
に
広
く
お
知
ら
せ
す
る
た

め
「
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行

し
て
き
ま
し
た
。

過
去
の
発
行
号
を
あ
ら
た

め
て
読
み
返
し
ま
す
と
、
そ

の
時
代
、
そ
の
時
々
の
村
の

現
状
や
課
題
が
浮
か
ぶ
だ
け

で
な
く
当
時
の
議
員
ら
の
一

般
質
問
や
予
算
、
決
算
な
ど

に
関
し
、
活
発
な
議
論
や
審

議
が
幾
度
と
な
く
な
さ
れ
、

激
動
の
“
時
”
を
過
ご
し
た

状
況
な
ど
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
紙
面
を
飾
る
数
々

の
写
真
は
、
議
会
活
動
は
も

と
よ
り
、
村
の
行
事
に
楽
し

く
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま

の
数
々
の
笑
顔
の
ほ
か
、
村

の
一
大
事
業
で
あ
っ
た
宮
ヶ

瀬
ダ
ム
の
建
設
や
そ
の
時
々

の
政
策
、
事
業
と
い
っ
た
清

川
の
歴
史
を
記
録
す
る
貴
重

な
資
料
と
し
て
の
一
面
も
の

ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
村
議

会
は
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
選

ば
れ
た
議
員
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
活
動
状

況
を
積
極
的
に
発
信
す
る
責

務
が
あ
り
ま
す
。

近
年
は
、
急
速
に
変
化
す

る
時
代
の
流
れ
も
あ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
情
報
を

公
開
し
て
い
ま
す
が
、
紙
媒

体
に
よ
る
こ
の
「
議
会
だ
よ

り
」
は
、
今
も
な
お
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、「
皆
さ
ま
」

と
「
村
議
会
」
の
“
か
け
橋
”

と
し
て
、
有
効
に
ご
活
用
い

た
だ
け
る
情
報
源
と
な
る
よ

う
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
、

今
後
も
、
開
か
れ
た
、
親
し

ま
れ
る
議
会
と
な
る
よ
う
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

議長  細 野 洋 一

さぁ、傍聴に行こう！

議員 細野賢一

議員 城所英樹

議員 小林大介

副議長 山本雅彦

清川村議会だより 

どなたでも本会議を傍聴することができます。
また、今年４月からは全員協議会などの会議も傍聴

できるようになりました。皆さんの生活に寄与される
政策は、議会などで諮られています。

傍聴するための予約は必要なく、当日に「氏名 」や
「住所」などを受付で書くだけの簡単な手続きだけです。
さぁ、傍聴に行きましょう！

「
議
会
だ
よ
り
」を

村
民
皆
さ
ま
と
議
会
と
の

“
か
け
橋
”に
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３月６日から２１日までの１６日間を会期として開かれました
３月定例会では、村長の施政方針表明および４議員からの一般質問、審議は専決処分１件、

条例改正９件、令和６年度当初予算６件、令和５年度補正予算６件、指定管理者の指定２件、
人事案件２件、規則改正１件をいずれも原案のとおり承認・可決・同意し、請願１件につい
ては採択とし、意見書の提出１件を可決しました。

議 案 審 議 の 結 果
提出 議決日 件　　　　名

審
議
結
果

小
林
大
介

落
合
美
和

細
野
賢
一

笹
原
和
織

藤
田
義
友

城
所
英
樹

山
本
雅
彦

村長

3月６日

専決処分の承認を求めることについて
（清川村手数料条例の一部を改正する条例について）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清川村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につい
て

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清川村議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の
一部を改正する条例について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清川村非常勤特別職等の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清川村フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例及び清川村
パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清川村福祉手当支給条例の一部を改正する条例について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清川村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清川村介護保険条例の一部を改正する条例について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月21日

清川村簡易水道条例及び清川村簡易水道事業の布設工事監督者及び
水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

清川村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月13日

令和６年度清川村一般会計予算 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度清川村国民健康保険事業特別会計予算 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度清川村介護保険事業特別会計予算 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 月 定 例 会
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提出 議決日 件　　　　名
審
議
結
果

小
林
大
介

落
合
美
和

細
野
賢
一

笹
原
和
織

藤
田
義
友

城
所
英
樹

山
本
雅
彦

村長

3月13日

令和６年度清川村後期高齢者医療事業特別会計予算 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度清川村簡易水道事業会計予算 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度清川村公共下水道事業会計予算 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月21日

令和５年度清川村一般会計補正予算（第５号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度清川村国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度清川村簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度清川村下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度清川村介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度清川村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月6日

指定管理者の指定について（清川村宮ヶ瀬湖水の郷交流館分） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者の指定について（清川村村営自動車駐車場分） 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月21日

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同
意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員 3月21日

清川村議会会議規則の一部を改正する規則について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の提
出について

可
決 ● ○ ○ ○ ● ○ ○

請願 3月21日 年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の提
出を求める請願書

採
択 ● ○ ○ ○ ● ○ ○

※細野洋一議長は、採決に加わりません。　〇は賛成　●は反対

専
決
処
分
の
承
認

清
川
村
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
清
川
村
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
生

じ
、
急
施
を
要
す
る
た
め
専

決
処
分
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
第
１
７
９

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
議

会
へ
の
報
告
お
よ
び
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
承
認
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条
例
制
定

育
児
休
業
中
の
会
計
年
度

任
用
職
員
に
対
す
る
勤
勉

手
当
の
支
給
要
件
の
改
正

【
清
川
村
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
】

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

育
児
休
業
中
の
会
計
年
度
任

用
職
員
に
対
す
る
勤
勉
手
当

の
支
給
要
件
に
つ
い
て
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

村
議
会
議
員
の
報
酬
、

期
末
手
当
の
改
正

【
清
川
村
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
】

村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

お
よ
び
期
末
手
当
に
つ
い
て
、

報
酬
審
議
会
の
答
申
に
基
づ

き
改
正
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

村
環
境
基
本
条
例
制
定

に
よ
り
新
た
な
村
非
常

勤
特
別
職
を
追
加

【
清
川
村
非
常
勤
特
別
職
等

の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
】

村
環
境
基
本
条
例
の
制
定

に
伴
い
、
村
非
常
勤
特
別
職

に
新
た
な
職
が
追
加
さ
れ
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。全

員
賛
成
で
可
決

法
改
正
に
伴
い
村
会
計

年
度
任
用
職
員
に
勤
勉

手
当
を
支
給
す
る
た
め

【
清
川
村
フ
ル
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
清
川
村
パ
ー

ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
】

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

村
会
計
年
度
任
用
職
員
に
勤

勉
手
当
を
支
給
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

全
員
賛
成
で
可
決

新
た
な
取
組
に
よ
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
見
直

し
の
た
め

【
清
川
村
福
祉
手
当
支
給
条

例
の
一
部
を
改
正
】

在
宅
寝
た
き
り
老
人
等
介

護
者
福
祉
手
当
を
廃
止
す
る

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

出
産
す
る
被
保
険
者
の

保
険
料
を
軽
減
す
る
制

度
の
創
設

【
清
川
村
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
】

国
民
健
康
保
険
法
な
ど
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
保
険
料

に
つ
い
て
、
出
産
す
る
被
保

険
者
に
係
る
産
前
産
後
期
間

相
当
分
の
均
等
割
保
険
料
お

よ
び
所
得
割
保
険
料
を
免
除

す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

法
施
行
規
則
の
改
正
と

第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
く
改
正

【
清
川
村
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
】

介
護
保
険
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正
お
よ
び
第
９
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料

率
を
定
め
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

全
員
賛
成
で
可
決

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
国

土
交
通
大
臣
に
移
管
す

る
こ
と
に
伴
う
改
正

【
清
川
村
簡
易
水
道
条
例
及

び
清
川
村
簡
易
水
道
事
業
の

布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道

技
術
管
理
者
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
】

生
活
衛
生
な
ど
関
係
行
政

の
機
能
強
化
を
目
的
に
、
水

道
法
な
ど
に
よ
る
権
限
を
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
国
土
交
通

大
臣
に
移
管
す
る
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

非
常
勤
消
防
団
員
等
に

係
る
損
害
補
償
の
改
正

【
清
川
村
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改

正
】「

非
常
勤
消
防
団
員
等
に

係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定

め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
」
に
よ
り
、
非
常
勤

消
防
団
員
な
ど
に
係
る
損
害

補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令

で
定
め
る
補
償
基
礎
額
に
つ

い
て
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。全

員
賛
成
で
可
決
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令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
総

額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

25
億
８
４
２
０
万
円
で
、
前

年
度
と
比
較
し
て
４
９
８
７

万
３
千
円
（
１・
９
％
）
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
根
幹
と
な
る
村
税

は
、
給
与
所
得
者
な
ど
の
増

加
に
伴
う
個
人
村
民
税
の
増

収
が
あ
る
も
の
の
、
評
価
替

え
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減

収
、
ま
た
、
国
有
資
産
等
所

在
市
町
村
交
付
金
減
収
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し

て
２・
０
％
の
減
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

村
政
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

初
年
度
と
な
る
第
４
次
清
川

村
総
合
計
画
の
基
本
構
想
や

前
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

村
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

地
域
特
性
を
活
か
し
、
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
す
る
、
村

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。こ

の
た
め
、
第
４
次
清
川

村
総
合
計
画
の
基
本
構
想
を

主
軸
と
し
、
村
の
将
来
像
で

あ
る
「
水
と
緑
あ
ふ
れ
る
心

の
ふ
る
さ
と
」
を
目
指
し
て

６
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ
き

予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

少
子
化
の
危
機
的
な
状
況

を
鑑
み
、
給
食
費
並
び
に
保

育
所
等
副
食
費
お
よ
び
医
療

費
の
無
償
化
の
ほ
か
、
妊
娠

期
か
ら
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
と
母
体
や
胎
児
の
健
康
確

保
を
図
る
た
め
、
妊
婦
健
康

診
査
費
用
の
助
成
事
業
を
拡

充
す
る
な
ど
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
、
出
生
数
の
増
加
と
人
口

構
造
の
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
健
康
保

持
お
よ
び
増
進
を
目
指
す
た

め
、
帯
状
疱ほ

う

疹し
ん

予
防
接
種
費

用
の
補
助
回
数
を
拡
大
す
る

と
と
も
に
、「
高
齢
者
の
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
な
実
施
」
を
強
化
す
る
こ

と
で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
発
生
が
危
惧ぐ

さ

れ
る
大
地
震
へ
の
防
災
・
減

災
対
策
と
し
て
、
災
害
用
防

災
ト
イ
レ
の
設
置
や
食
糧
の

備
蓄
、
資
機
材
の
配
備
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
基
幹
産

業
で
あ
る
緑
茶
の
新
た
な
付

加
価
値
の
創
出
、
ま
た
、
森

林
の
適
正
な
管
理
に
向
け
て
、

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
を
ク

レ
ジ
ッ
ト
化
す
る
認
証
制
度

の
活
用
方
策
な
ど
に
着
手
し
、

い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
た
い
、

誰
も
が
暮
ら
し
た
く
な
る
、

夢
と
希
望
に
満
ち
た
村
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

一
般
会
計
の
主
な
質
疑

令
和
６
年
度
の
当
所
予

算
編
成
の
考
え
方
に
つ
い

て

 

問 	

令
和
６
年
度
当
初
予

算
の
編
成
に
当
た
っ
て
の
考

え
方
を
伺
い
ま
す
。

 

答 	

村
政
運
営
の
基
本
指

針
で
あ
る
第
４
次
村
総
合
計

画
の
策
定
を
進
め
、
新
た
な

基
本
構
想
に
掲
げ
る
将
来
像

「
水
と
緑
あ
ふ
れ
る
心
の
ふ

る
さ
と
」
を
目
指
し
、
前
期

基
本
計
画
に
定
め
る
基
本
政

策
を
着
実
に
進
め
、
知
恵
と

工
夫
に
よ
り
村
民
へ
の
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
予
算
編
成
し
ま
し
た
。

職
員
体
制
に
つ
い
て

 

問 	

イ
ン
フ
ラ
関
係
の
職

員
体
制
に
つ
い
て
、
も
う
少

し
手
厚
く
す
る
必
要
は
な
い

の
か
ど
う
か
考
え
方
を
伺
い

ま
す
。

令和６年度　会計別当初予算の内訳
（単位：千円・％）

会　　 　計 　　　別 令和６年度予算額 令和５年度予算額 比　較　増　減 増 減 率

一 般 会 計 2,584,200 2,634,073 △49,873 △1.9

特 別 会 計 819,025 816,870 2,155 0.3

国 民 健 康 保 険 事 業 374,341 408,486 △34,145 △8.4

介 護 保 険 事 業 350,929 323,618 27,311 8.4

後期高齢者医療事業 93,755 84,766 8,989 10.6

公 益 企 業 会 計 969,505 ― 969,505 皆増

簡 易 水 道 事 業 242,779 ― 242,779 皆増

公 共 水 道 事 業 726,726 ― 726,726 皆増

合　　　　　　計 4,372,730 3,450,943 921,787 26.7

7



 
答 　

専
門
性
の
確
保
と

い
う
視
点
か
ら
、
専
門
職
の

必
要
性
は
十
分
に
感
じ
て
お

り
、
県
の
市
町
村
専
門
職
派

遣
制
度
を
利
用
し
、
令
和
５

年
度
は
保
健
師
１
人
を
確
保

し
ま
し
た
。
土
木
職
に
つ
い

て
は
人
材
が
少
な
い
の
で
、

確
保
の
順
番
が
な
か
な
か

回
っ
て
き
ま
せ
ん
が
、
引
き

続
き
確
保
に
向
け
、
柔
軟
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
に
つ
い
て

 

問 　

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
に

つ
い
て
、
今
年
度
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

答 　

行
政
手
続
き
の
電

子
化
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
す
た
め
、
事

務
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
経
費
節
減
や
人
的
資
源

の
圧
縮
が
必
要
で
、
今
年
度

は
デ
ジ
タ
ル
化
の
有
利
性
が

認
め
ら
れ
る
事
務
の
整
理
な

ど
を
行
い
、
ま
た
、
職
員
間

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
意

識
の
平
準
化
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化

事
業
に
つ
い
て

 

問 　

ご
み
減
量
化
・
再

資
源
化
事
業
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

 
答 　

令
和
７
年
12
月
に

ご
み
中
間
処
理
施
設
が
供
用

開
始
に
な
る
と
村
も
そ
こ
へ

搬
入
と
な
り
、
３
市
町
村
で

合
わ
せ
た
処
理
と
な
る
た
め
、

粗
大
ご
み
有
料
化
も
検
討
し

て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま

に
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
お

知
ら
せ
し
、
３
市
町
村
の
ご

み
の
質
の
一
元
化
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ペ
ー
ス
関

係
な
ど
の
課
題
を
引
き
続
き

研
究
し
、
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

茶
業
活
性
化
支
援
事
業

に
つ
い
て

 

問 　

販
路
拡
大
用
品
作

製
業
務
に
つ
い
て
、
お
茶
の

販
路
確
保
に
向
け
、
ど
の
よ

う
な
計
画
を
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

 

答 　

今
回
は
お
茶
の
葉

を
粉
末
状
に
し
て
ス
テ
ィ
ッ

ク
状
に
パ
ッ
ク
し
、
タ
バ
コ

の
箱
を
模
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ

で
販
売
し
ま
す
。
土
産
物
用

と
し
て
話
題
性
の
あ
る
清
川

茶
を
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、

茶
農
家
の
収
益
の
増
加
な
ど

に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

地
域
活
性
化
大
学
連
携

事
業
に
つ
い
て

 

問 　

今
年
度
ま
で
の
事

業
の
推
進
、
次
年
度
に
お
い

て
取
組
と
今
後
の
連
携
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

 

答 　

令
和
５
年
度
は
清

川
茶
を
活
用
し
た
飲
食
店
の

メ
ニ
ュ
ー
レ
シ
ピ
を
テ
ー
マ

に
、
若
者
に
魅
力
あ
る
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
お
茶
を
使
っ

た
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
や
プ
リ
ン

な
ど
を
開
発
し
、
多
く
の
観

光
客
に
対
し
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。
令
和
６
年
度
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
前
年
度
に
引
き

続
き
清
川
茶
を
テ
ー
マ
に
メ

ニ
ュ
ー
開
発
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
対
策
携
事
業
に
つ
い

て

 

問 　

宮
ヶ
瀬
の
花
火
大

会
に
つ
い
て
物
価
高
騰
に
よ

り
花
火
の
予
算
が
前
年
と
同

じ
で
は
本
数
に
影
響
す
る
と

思
う
が
、
村
は
ど
う
考
え
る

の
か
伺
い
ま
す
。

 

答 　

小
規
模
花
火
大
会

に
す
る
こ
と
で
大
き
な
予
算

を
要
す
る
警
備
の
費
用
や
花

火
の
費
用
を
抑
え
る
ほ
か
、

民
間
企
業
と
連
携
し
て
協
賛

金
を
募
る
工
夫
を
し
て
い
き

た
い
と
、
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
は
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
宮
ヶ
瀬
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
を
継
承
し
つ
つ
、
村

と
し
て
も
連
携
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
防
組
織
維
持
・
強
化
事

業
に
つ
い
て

 

問 　

女
性
消
防
団
員
の

確
保
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答 　

先
の
消
防
審
議
会

で
女
性
消
防
団
員
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
具
体
的
な
活
動

内
容
の
整
理
の
必
要
性
や
、

減
少
傾
向
に
あ
る
現
状
の
消

防
団
員
の
確
保
な
ど
を
先
に

解
決
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ

り
、
現
在
で
は
女
性
消
防
団

員
の
募
集
に
は
い
た
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
広
く
村
民
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
反
映
し
、

実
行
可
能
な
体
制
整
備
な
ど

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

消
防
施
設
設
備
の
維
持

管
理
事
業
に
つ
い
て

 

問 　

ホ
ー
ス
乾
燥
塔
改

修
工
事
に
つ
い
て
、
今
年
度

新
規
で
実
施
の
理
由
は
。

 

答 　

政
令
な
ど
の
施
行

に
伴
い
、
高
所
作
業
に
フ
ル

ハ
ー
ネ
ス
型
の
転
落
防
止
用

器
具
の
使
用
と
安
全
衛
生
特

別
教
育
の
受
講
が
義
務
付
け

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
団
員
の

安
全
対
策
を
考
え
、
地
上
か

ら
誰
で
も
作
業
で
き
る
よ
う

改
修
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

運
動
公
園
管
理
運
営
事

業
に
つ
い
て

 

問 　

水
車
小
屋
の
修
繕

工
事
を
実
施
す
る
と
い
う
が
、

こ
の
水
車
を
利
用
し
て
行
事

を
開
催
し
、
村
民
の
交
流
の

場
に
で
き
な
い
か
。

 

答 　

来
場
者
が
安
全
・

安
心
に
施
設
が
使
用
で
き
る

よ
う
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
る
と
と
も
に
、
将
来
に
は

ご
提
案
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

や
体
験
学
習
な
ど
、
生
涯
学

習
事
業
の
拠
点
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
関
係
団
体
と
も

相
談
を
し
な
が
ら
前
向
き
に

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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令
和
６
年
度
特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
事
業

前
年
度
比
８・
４
％
減
の

３
億
７
４
３
４
万
１
千
円

当
初
予
算
の
総
額
は
、
３

億
７
４
３
４
万
１
千
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
３
４
１

４
万
５
千
円
、
８・
４
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
要
因
と
し
て
は
、
保

険
給
付
費
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
事
業
費
納
付
金
の
減
額

に
よ
る
も
の
で
す
。

加
入
世
帯
数
は
４
７
５
世

帯
、
被
保
険
者
数
は
７
０
５

人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
に
お

け
る
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

医
療
費
分
と
し
て
１
世
帯
当

た
り
８
万
１
４
９
円
、
１
人

当
た
り
５
万
４
０
０
１
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

介
護
保
険
事
業

前
年
度
比
８・
４
％
増
の

３
億
５
０
９
２
万
９
千
円

当
初
予
算
の
総
額
は
、
３

億
５
０
９
２
万
９
千
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
２
７
３

１
万
１
千
円
、
８・
４
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

在
宅
の
要
支
援
お
よ
び
要

介
護
認
定
者
数
に
つ
い
て
は
、

１
５
７
人
を
見
込
ん
で
お
り
、

ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
数
で
、居
宅
介
護（
予

防
）
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は

２
０
０
人
、
地
域
密
着
型
介

護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
数
は
43
人
、
施
設
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は
37
人

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

前
年
度
比
10
・
６
％
増
の

９
３
７
５
万
５
千
円

当
初
予
算
の
総
額
は
、

９
３
７
５
万
５
千
円
で
、
前

年
度
と
比
較
し
て
８
９
８
万

９
千
円
、
10
・
６
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

主
な
要
因
と
し
て
は
、
保

険
料
、
保
険
基
盤
安
定
制
度

繰
出
金
の
増
に
伴
い
、
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ

の
納
付
金
が
増
額
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

事
業
の
運
営
主
体
は
、
県

下
全
市
町
村
が
加
入
す
る
広

域
連
合
で
、
村
は
、
広
域
連

合
が
決
定
し
た
賦
課
保
険
料

の
徴
収
と
各
種
届
出
書
の
受

付
な
ど
の
事
務
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
村
分
の
被
保
険
者

数
は
５
５
３
人
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

令和６年度 企業会計（簡易水道事業・公共下水道事業）当初予算
公共下水道事業

1. 給 水 栓 数 1,321 栓

2. 年 間 総 給 水 量 563,714 ㎥

3. １ 日 平 均 給 水 量 1,544 ㎥
4. 主 な 建 設 改 良 事 業 44,033 千円

 ・建設改良費 38,720 千円

（清水ヶ丘地区第６回配水管更新工事）

 ・固定資産購入費 5,313 千円

（水利権更新申請書作成業務委託）
5. 事 業 費 総 括

収 益 的 収 入および 支 出

 ・簡易水道事業収益 202,287 千円

 ・簡易水道事業費用 197,100 千円

資 本 的 収 入および 支 出

 ・資本的収入 0 千円

 ・資本的支出 45,679 千円

 ・差引不足額 45,679 千円の補てん財源

全員賛成で可決

簡易水道事業

1. 処 理 区 域 面 積 91.3 ha

2. 年 間 総 処 理 水 量 364,926 ㎥

3. １ 日 平 均 処 理 水 量 1,000 ㎥

4. 主 な 建 設 改 良 事 業 280,453 千円

 ・建設改良費 280,453 千円
（下水道ストックマネジメント事業実施設計業務委託、圧送センター
スクリーンかす設備更新工事ほか）

5. 事 業 費 総 括

収 益 的 収 入および 支 出

 ・下水道事業収益 378,004 千円

 ・下水道事業費用 371,517 千円

資 本 的 収 入および 支 出

 ・資本的収入 297,842 千円

 ・資本的支出 355,209 千円

 ・差引不足額 57,367 千円の補てん財源

全員賛成で可決
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令
和
５
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計

既
定
の
予
算
額
か
ら
６
８

３
１
万
８
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
26
億
２
２
６
６
万

１
千
円
と
し
ま
し
た
。
主
な

補
正
の
内
容
は
、
新
た
に
繰

越
明
許
費
を
設
定
す
る
も
の

ほ
か
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

県
内
で
の
消
費
活
動
が
増
え

た
こ
と
に
伴
う
地
方
消
費
税

交
付
金
の
増
額
、
地
方
交
付

税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

臨
時
経
済
対
策
費
な
ど
の
再

算
定
が
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

地
方
交
付
税
の
増
額
、「
デ

フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総

合
経
済
対
策
」
に
基
づ
き
、

住
民
税
均
等
割
り
の
み
の
課

税
世
帯
お
よ
び
低
所
得
者
世

帯
の
う
ち
、
世
帯
人
数
が
多

い
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
の

給
付
金
の
給
付
に
伴
う
国
庫

支
出
金
の
増
額
、
ま
た
、
財

政
調
整
に
係
る
繰
入
金
の
減

額
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
庁

舎
防
水
工
事
な
ど
の
工
事
執

行
お
よ
び
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
附
金
受
入
件
数
の
減
少
に

よ
る
総
務
費
の
減
額
、「
デ

フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総

合
経
済
対
策
」
に
基
づ
く
低

所
得
世
帯
支
援
給
付
金
給
付

事
業
に
よ
る
民
生
費
の
増
額

な
ど
の
ほ
か
、
各
事
務
事
業

の
執
行
に
伴
い
、
一
部
不
足

す
る
経
費
の
増
額
お
よ
び
関

係
経
費
の
確
定
や
精
査
な
ど

に
よ
る
減
額
の
補
正
を
す
る

も
の
で
す
。全

員
賛
成
で
可
決

国
民
健
康
保
険
事
業

既
定
の
予
算
額
か
ら
２
３

６
４
万
８
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
３
億
７
７
４
３
万
円

と
し
ま
し
た
。
主
な
補
正
の

内
容
は
、
歳
入
で
は
、
保
険

給
付
費
等
交
付
金
の
減
額
お

よ
び
一
般
被
保
険
者
第
三
者

行
為
に
伴
う
納
付
金
の
確
定

に
よ
る
減
額
、
歳
出
で
は
、

療
養
給
付
費
（
医
療
費
）
と

高
額
医
療
費
の
減
少
に
伴
う

保
険
給
付
費
の
減
額
の
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

簡
易
水
道
事
業

既
定
の
予
算
額
に
１
９
５

５
万
３
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
１
億
５
０
１
６
万
１
千

円
と
し
ま
し
た
。
主
な
補
正

の
内
容
は
、
歳
入
で
は
、
受

託
工
事
の
見
込
み
が
な
い
こ

と
に
よ
る
配
水
管
布
設
工
事

受
託
収
入
の
減
額
、
企
業
会

計
移
行
に
伴
い
基
金
を
予
備

費
に
組
み
替
え
る
こ
と
に
よ

る
増
額
、
歳
出
で
は
、
受
託

工
事
の
見
込
み
の
な
い
こ
と

に
よ
る
給
水
工
事
受
託
事
業

の
減
額
と
企
業
会
計
移
行
に

伴
い
基
金
を
予
備
費
に
組
み

替
え
る
こ
と
に
よ
る
増
額
の

補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

下
水
道
事
業

既
定
の
予
算
額
か
ら
１
２

０
６
万
１
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
３
億
９
９
０
２
万
７

千
円
と
し
ま
し
た
。
主
な
補

正
の
内
容
は
、
歳
入
で
は
、

事
業
実
績
に
伴
う
一
般
会
計

繰
入
金
お
よ
び
下
水
道
事
業

債
の
減
額
、
歳
出
で
は
、
事

業
実
績
に
伴
う
事
業
費
の
減

額
の
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

介
護
保
険
事
業

既
定
の
予
算
額
に
６
８
５

万
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
３
億
５
９
１
０
万
２
千
円

と
し
ま
し
た
。
主
な
補
正
の

内
容
は
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
の
利
用
見
込
み
の

増
に
よ
る
、
歳
入
で
の
支
払

基
金
交
付
金
と
歳
出
で
の
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の

増
額
の
補
正
を
す
る
も
の
で

す
。

全
員
賛
成
で
可
決

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

既
定
の
予
算
額
か
ら
３
１

１
万
８
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
８
１
６
４
万
８
千
円
と

し
ま
し
た
。
主
な
補
正
の
内

容
は
、
歳
入
歳
出
に
お
い
て
、

前
年
度
の
療
養
給
付
費
な
ど

の
確
定
に
伴
う
減
額
の
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

【公営企業会計とは？】
公営企業会計は、事業

収入を主な財源として、
独立採算の原則により特
定の事業を経理する会計
で、簡易水道事業会計お
よび公共下水道事業会計
はこれに該当します。

現金の収入支出のみを
把握する一般会計と異な
り、その企業活動を正確
に把握するため、複式簿
記を採用し、使用料収入
や施設の維持管理費など
に係る収益的収支、施設
の整備や改修などに係る
資本的収支と区分してい
ます。

会計別一覧表（単位：千円）
会計名 号

数 補正前の額 補正額 補正後の額

一般会計 5 2,690,979 △68,318 2,622,661

特　

別　

会　

計　

国民健康保険 3 401,078 △23,648 377,430

簡 易 水 道 3 130,608 19,553 150,161

下 水 道 3 411,088 △12,061 399,027

介 護 保 険 3 352,243 6,859 359,102

後期高齢者医療 1 84,766 △3,118 81,648

小　　計 1,379,783 △12,415 1,367,368

合　　計 4,070,762 △80,733 3,990,029
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より「開かれた議会」のために誕生しました
令和６年４月から「議会だより編集委員会」は「広報広聴委員会」に、「議会改革研究会」は「議
会改革推進委員会」に生まれ変わりました。
○広報広聴委員会… 「きよかわ議会だより」や村議会ホームページの編集、議会報告会やその

他議会の広報広聴に関する事務事業を実施する。
　委員長 小林大介　副委員長 城所英樹　委員 細野賢一　委員 細野洋一　委員 山本雅彦
○議会改革推進委員会… 議会のあり方や議会運営に関する改革、調査 ・研究を実施する。（正

副議長、議会運営委員会・常任委員会委員長で構成）
　委員長 細野洋一　副委員長 山本雅彦　委員 城所英樹　委員 落合美和
　 　なお、これらの新しい委員会は傍聴できますので、皆さまお誘い合わせの上、ぜひお越し

ください。※日程等は村議会ホームページをご覧ください（都合により日程等は変更する場合があります）。

指
定
管
理
者
の
指
定

清
川
村
宮
ヶ
湖
水
の
郷

交
流
館
の
指
定
管
理
者

を
決
定

清
川
村
宮
ヶ
瀬
湖
水
の
郷

交
流
館
の
指
定
管
理
者
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
指
定
す

る
も
の
で
す
。

指
定
管
理
者

清
川
村
宮
ヶ
瀬
９
４
０

番
地
の
５

宮
ケ
瀬
水
の
郷
観
光
協

同
組
合

指
定
期
間

令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
９
年
３
月
31
日

ま
で
の
３
年
間

全
員
賛
成
で
可
決

清
川
村
村
営
自
動
車
駐

車
場
の
指
定
管
理
者
を

決
定清

川
村
村
営
自
動
車
駐
車

場
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
指
定
す
る
も
の

で
す
。

指
定
管
理
者

清
川
村
宮
ヶ
瀬
９
４
０

番
地
の
５

宮
ケ
瀬
水
の
郷
観
光
協

同
組
合

指
定
期
間

令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
９
年
３
月
31
日

ま
で
の
３
年
間

全
員
賛
成
で
可
決

人
事
案
件

教
育
委
員
会
委
員
に

橋
本
直
人
氏

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、

議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ
、

橋
本
直
人
氏
の
任
命
を
同
意

し
ま
し
た
。

橋
本
氏
は
宮
ヶ
瀬
在
住
で
、

今
回
で
４
期
目
と
な
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
同
意

人
権
擁
護
委
員
に

齊
藤
啓
子
氏

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁

護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、

人
権
擁
護
委
員
法
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
意
見
を
求
め

る
も
の
で
す
。

齊
藤
氏
は
片
原
在
住
で
、

今
回
で
８
期
目
と
な
り
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決
（
適
任
）

規
則
改
正

議
会
全
員
協
議
会
を「
開

か
れ
た
議
会
」と
す
る
た

め
に

【
清
川
村
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
】

現
在
、
非
公
開
と
な
っ
て

い
る
議
会
全
員
協
議
会
を
公

開
の
会
議
と
す
る
た
め
、
ま

た
、
発
言
の
要
求
お
よ
び
少

数
意
見
の
留
保
に
つ
い
て
、

現
状
に
即
し
た
規
則
と
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。全

員
賛
成
で
可
決

宮ヶ瀬湖水の郷交流館便

村営駐車場（宮ヶ瀬地区）
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請　

願

年
金
制
度
に
お
け
る
外
国

人
へ
の
脱
退
一
時
金
の
是

正
を
求
め
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
請
願
書

陳
情
者
／　
小
坪
慎
也

賛
成
多
数
で
採
択

意
見
書
の
提
出

年
金
制
度
に
お
け
る
外

国
人
へ
の
脱
退
一
時
金
の

是
正
を
求
め
る
意
見
書

提
出
先
／
内
閣
総
理
大
臣
・

総
務
大
臣
・
法
務
大
臣
・
財

務
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
・

出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
・

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

要
旨
／
国
民
年
金
や
厚
生
年

金
保
険（
共
済
組
合
等
含
む
）

の
被
保
険
者
（
組
合
員
等
）

で
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

が
我
が
国
を
出
国
す
る
際
は
、

脱
退
一
時
金
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
同
時
に
年

金
受
給
資
格
を
喪
失
す
る
た

め
、
将
来
的
に
は
無
年
金
や

低
年
金
に
な
り
ま
す
。
脱
退

一
時
金
の
裁
定
件
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
令
和
３
年
度

は
９
万
６
千
件
に
達
し
、
過

去
10
年
の
累
計
値
は
72
万
件

を
超
え
ま
し
た
。
年
金
を
受

給
す
る
た
め
に
は
最
低
10
年

間
の
加
入
期
間
が
必
要
で
す

が
、
仮
に
我
が
国
に
在
留
を

続
け
生
活
が
困
窮
し
た
場
合
、

生
活
保
護
の
支
給
対
象
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
同
制
度
は
再
入
国

を
妨
げ
て
い
な
い
た
め
、
の

ち
に
我
が
国
で
再
度
就
労
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
外
国

人
労
働
者
の
産
業
別
内
訳
は
、

製
造
業
を
筆
頭
に
卸
売
業
、

小
売
業
、
な
ら
び
に
宿
泊
業
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
、
建
設
業
な

ど
雇
用
の
流
動
性
が
高
く
派

遣
労
働
が
多
い
職
種
で
す
。

入
国
時
に
は
就
労
ビ
ザ
や

留
学
ビ
ザ
で
あ
っ
て
も
、
や

が
て
は
永
住
資
格
な
ど
の
申

請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
永
住
資

格
を
持
つ
外
国
人
で
あ
っ
て

も
脱
退
一
時
金
の
申
請
を
妨

げ
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。

日
本
人
は
公
的
年
金
を
脱

退
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ

の
現
状
を
放
置
す
る
こ
と
は

国
民
の
間
に
強
い
不
公
平
感

を
与
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
特
に
派
遣
社
員
が

雇
止
め
に
な
っ
た
等
の
場
合

は
、
極
め
て
大
き
な
格
差
が

生
じ
て
い
ま
す
。

無
年
金
で
あ
る
外
国
人
の

増
加
は
、
将
来
的
に
地
方
の

財
政
負
担
に
つ
な
が
り
ま
す
。

脱
退
一
時
金
を
請
求
し
た
方

は
永
続
的
に
帰
国
す
る
前
提

で
あ
る
と
い
う
制
度
の
趣
旨

に
立
ち
返
り
、
政
府
に
お
い

て
は
地
方
財
政
を
圧
迫
し
な

い
よ
う
制
度
の
是
正
を
強
く

要
請
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

議会会議録がホームページからご覧になれます。
● 会議録検索システムでは、平成19年３月からの本会議の会議録が閲覧・検索できます。
● 本会議の日程や議案審議、一般質問の質疑応答などがご覧いただけます。

清川村役場ホームページアドレス https://www.town.kiyokawa.kanagawa.jp/

からお入りください。清川村トップページ 清川村議会 会議録
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３月定例会では４人の議員が９項目の一般質問を行いました。
ページ 質問者 質問事項

14 藤 田 義 友
①宮ヶ瀬村営駐車場の指定管理について
②幼小中一貫校建設について

15 笹 原 和 織
①幼小中一貫校の施設設備の方向性について
②ふるさと納税制度の進化拡大策について

16 小 林 大 介

①役場職員向けハラスメント調査アンケートの実施と第三者機関に
　よる対応について
②幼小中一貫校施設整備事業の広報広聴及び候補地選定について
③パブリックコメントの実施方法について

17 細 野 賢 一
①宮ヶ瀬湖の湖面利用に向けた村の今後の取り組みについて
②清川村地域防災計画及び国土強靭

じん

化地域計画について

※ 一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって、村長をはじめとする執行機関に対して質問することです。
　ここでは、質問者がまとめた原稿をもとに、その内容を掲載しています。

 ４人の議員が ４人の議員が

村政を問う村政を問う

一 質般 問
13



令
和
３
年
４
月
よ
り
宮
ヶ

瀬
湖
水
の
郷
交
流
館
お
よ
び

村
営
自
動
車
駐
車
場
に
つ
い

て
は
、
株
式
会
社
コ
ー
エ
ン

を
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
と
し

て
も
こ
の
指
定
管
理
者
に
期

待
を
し
て
い
た
わ
け
で
す
が

残
念
な
が
ら
撤
退
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の

指
定
管
理
者
の
撤
退
に
よ
り

新
た
な
指
定
管
理
者
が
指
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
の
水
の
郷
商
店
街
の
活

性
化
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

村

長

現
指
定
管
理
者
か

ら
撤
退
の
通
知
を
受
け
、
令

和
６
年
４
月
か
ら
の
新
た
な

指
定
管
理
者
の
公
募
の
結
果
、

「
宮
ケ
瀬
水
の
郷
観
光
協
同

組
合
」
を
こ
の
度
の
議
会
に

上
程
し
、
議
員
各
位
に
議
決

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
同
組
合
は
地
元
事
業
者
で

あ
る
組
合
員
の
利
点
を
活
か

し
、
地
域
の
魅
力
創
出
や
活

性
化
に
一
体
と
な
り
、
効
果

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
方
針
を
掲
げ
て
お
り
、
村

と
し
て
は
、
新
た
な
指
定
管

理
者
と
し
て
各
種
観
光
事
業

の
円
滑
な
運
営
や
関
係
機
関

と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
実
施
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
魅
力
あ
る
宮
ヶ
瀬
地

域
の
振
興
に
つ
い
て
、
さ
ら

な
る
地
域
の
発
展
と
魅
力
の

創
出
と
と
も
に
、
煤
ヶ
谷
地

域
の
商
工
関
係
団
体
や
村
内

各
種
事
業
者
と
も
連
携
を
図

り
、
村
一
体
と
な
っ
た
地
域

経
済
の
活
性
化
や
周
遊
観
光

施
策
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

藤　

田　

観
光
客
が
満
足
で

き
る
こ
と
を
第
一
に
、
新
た

な
取
組
で
活
性
化
を
図
る
こ

と
が
人
口
増
に
も
つ
な
が
る

と
思
う
が
、
村
長
の
考
え
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村

長

県
内
唯
一
の
村
と

し
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

行
き
、
訪
れ
る
方
が
「
清
川

村
に
来
て
よ
か
っ
た
」、
そ

し
て
、
そ
れ
が
最
終
的
に
住

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
な
地
域

に
な
れ
ば
と
思
い
、
褒
め
ら

れ
る
よ
う
な
村
づ
く
り
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
た
く
さ
ん

の
議
員
か
ら
質
問
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
令
和
５
年
９
月
定

例
会
に
お
い
て
、
落
合
美
和

議
員
か
ら
現
緑
中
学
校
付
近

で
は
臭
気
の
問
題
が
予
想
さ

れ
る
と
の
質
問
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
質
問
に
よ
り
近

隣
関
係
者
か
ら
は
、
現
在
の

予
定
地
で
は
幼
小
中
一
貫
校

建
設
に
は
協
力
で
き
な
い
と

の
こ
と
で
あ
り
、
村
と
し
て

ど
う
よ
う
な
対
策
を
と
り
、

対
応
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。

教
育
長　
一
貫
校
の
建
設
候

補
地
に
つ
い
て
は
、
昨
年
５

月
に
役
場
庁
内
に
設
置
し
た

用
地
選
定
委
員
会
で
「
経
済

性
」、「
交
通
性
・
通
学
路
」、

「
安
全
性
」、「
村
の
計
画
と

の
整
合
性
」
の
観
点
か
ら
総

合
的
に
判
断
し
、
選
定
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
や
住
民
懇
談
会

な
ど
で
も
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
そ
の
際
、
臭
気
に
関
す

る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
昨

年
９
月
議
会
の
落
合
美
和
議

員
か
ら
の
一
般
質
問
で
答
弁

し
た
内
容
と
同
様
に
、
緑
中

学
校
周
辺
の
事
業
者
の
方
は
、

昔
か
ら
こ
の
場
所
で
事
業
を

営
ん
で
お
ら
れ
、
県
や
村
の

環
境
行
政
の
も
と
、
長
年
に

渡
っ
て
適
切
な
事
業
経
営
を

さ
れ
て
い
る
の
で
、
臭
気
に

つ
い
て
は
共
存
可
能
な
範
囲

内
だ
と
考
え
て
い
ま
す
と
お

答
え
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
よ

う
な
認
識
の
上
、
12
月
の
教

育
委
員
会
議
で
、
基
本
構
想

を
策
定
し
「
一
貫
校
建
設
予

定
地
に
現
緑
中
学
校
の
用
地

を
活
用
し
、
進
め
る
こ
と
と

す
る
。」
と
し
ま
し
た
。
今

後
も
こ
の
基
本
構
想
に
基
づ

き
事
務
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
が
、
近
隣
関
係
者
や
地

域
の
方
な
ど
が
一
貫
校
建
設

に
関
し
て
心
配
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
一
緒
に
な
っ
て
問
題

解
決
に
向
け
て
話
し
合
い
、

必
要
が
あ
れ
ば
村
の
関
係
部

署
な
ど
と
も
連
携
を
図
り
、

ご
理
解
と
ご
協
力
が
得
ら
れ

る
よ
う
丁
寧
に
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

藤　

田　

人
口
減
少
し
た
か

ら
学
校
が
な
く
な
る
と
い
う

理
由
は
な
く
、
村
の
存
続
の

た
め
に
は
、
た
と
え
生
徒
一

人
で
も
学
校
は
必
要
と
思
う

が
、
村
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

教
育
長　
学
校
は
地
域
を
象

徴
す
る
施
設
で
、
ふ
る
さ
と

を
愛
す
る
気
概
を
持
っ
た
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
が

大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
一
貫
校
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

宮ケ瀬村営駐車場の指定管理について
新たに宮ケ瀬水の郷観光協同組合に託し
地域経済活性化や周遊観光施策などに期待

藤田 義友 議員

幼小中一貫校建設について
心配なことがあれば問題解決に向け
一緒に話し合い丁寧に進める
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幼
小
中
一
貫
校
建
設
に
向

け
「
基
本
構
想
」
が
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
次
の
段
階

で
あ
る
「
基
本
計
画
」
に
向

け
て
、（
１
）
必
要
的
機
能

や
盛
り
込
む
べ
き
と
考
え
る

諸
機
能
、（
２
）
必
要
と
さ

れ
る
教
室
数
、（
３
）
体
育
館
、

講
堂
等
、
園
庭
・
校
庭
等
の

設
置
の
考
え
方
、（
４
）
給

食
調
理
室
や
放
課
後
向
け
の

児
童
・
生
徒
用
の
施
設
の
あ

り
方
、（
５
）
上
記
等
か
ら

見
込
ま
れ
る
全
体
と
し
て
の

用
地
規
模
、（
６
）
関
係
者

説
明
等
、
用
地
買
収
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長　
昨
年
12
月
に
策
定

の
「
基
本
構
想
」
に
基
づ
い

て
回
答
し
ま
す
。
基
本
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
「
防
災
拠
点

を
意
識
し
た
学
校
作
り
」
を

目
指
し
、
幼
小
中
で
必
要
教

室
が
３・６・３
教
室
、
他
に

特
別
支
援
学
級
教
室
に
多
目

的
教
室
と
そ
の
他
特
別
教
室
、

ま
た
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
被
服
ス

ペ
ー
ス
等
が
必
要
で
あ
り
、

普
通
教
室
以
外
は
幼
小
中
共

有
や
ス
ペ
ー
ス
の
兼
用
を
図

る
こ
と
で
効
率
的
で
教
育
効

果
が
最
大
限
図
れ
る
施
設
整

備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
体

育
施
設
に
関
し
て
は
ト
ラ
ッ

ク
が
取
れ
る
広
さ
で
多
学
年

が
利
用
し
や
す
い
形
態
を
、

体
育
館
も
幼
小
中
兼
用
の
方

向
で
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を
併

設
し
、
放
課
後
向
け
の
児
童

生
徒
用
の
施
設
も
連
携
を
考

慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。
広
さ

は
現
状
２
万
㎡
程
度
を
必
要

と
考
え
て
お
り
、
建
設
予
定

地
の
中
学
校
近
隣
住
民
と
隣

接
地
権
者
へ
の
説
明
も
済
ん

で
い
ま
す
。

笹　

原　

校
庭
や
体
育
館
は

幼
稚
園
児
か
ら
中
学
生
と
体

格
も
能
力
も
異
な
る
子
ど
も

た
ち
が
使
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、「
安
全
の
確
保
」

と
い
う
点
か
ら
ど
の
よ
う
な

配
置
や
配
慮
が
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
避
難
所
と
し
て

は
、
冷
暖
房
も
気
に
な
り
ま

す
。

学
校
教
育
課
長　
ど
ち
ら
も

一
番
広
い
面
積
を
要
す
る
中

学
生
を
基
本
に
今
後
、
専
門

家
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら

基
本
計
画
に
生
か
し
て
い
き

ま
す
。

笹　

原　

給
食
セ
ン
タ
ー
も

併
設
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
車

の
出
入
り
や
校
舎
内
の
配
膳

な
ど
の
安
全
性
も
確
保
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
点
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

学
校
教
育
課
長　
校
内
、
道

路
か
ら
の
動
線
も
含
め
て
、

安
全
で
効
率
的
な
配
置
や
動

線
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

笹　

原　

平
屋
の
校
舎
な
の

か
多
層
階
な
の
か
、
木
造
な

の
か
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
な

の
か
な
ど
と
共
に
、
周
辺
を

含
め
た
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
的
な
も
の
を
目
指
す
の
か

な
ど
、「
基
本
計
画
」
は
非

常
に
重
要
な
も
の
に
な
り
ま

す
。
そ
の
構
成
員
と
計
画
策

定
の
時
期
を
確
認
し
ま
す
。

学
校
教
育
課
長　
保
育
園
や

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
自
治
会
長
、
学
校
長
な

ど
で
構
成
す
る
「
幼
小
中
一

貫
校
施
設
整
備
検
討
委
員

会
」
と
教
職
員
で
構
成
す
る

「
幼
小
中
一
貫
校
教
育
推
進

部
会
」
に
進
捗
状
況
を
説
明

し
、
意
見
を
伺
い
な
が
ら
丁

寧
に
進
め
、
策
定
の
時
期
は

今
年
の
秋
頃
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

と
こ
れ
ま
で
の
対
応
策
に
つ

い
て
、（
２
）
納
税
者
か
ら

の
目
的
別
納
税
に
つ
い
て
そ

の
現
状
と
課
題
、（
３
）
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

活
用
と
企
業
版
地
域
お
こ
し

協
力
隊
等
の
活
用
の
い
か
ん

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村

長

制
度
開
始
の
平
成

28
年
度
は
５
４
２
件
で
６

０
７
万
円
で
し
た
が
、
令
和

４
年
度
は
４
，
０
３
８
件
で

４
，
９
６
６
万
５
，
０
０
０

円
と
約
８
倍
に
成
長
し
て
い

ま
す
。
応
援
寄
付
金
の
窓
口

会
社
も
現
在
で
は
５
社
と
な

り
、
返
礼
品
も
12
事
業
者
、

48
品
目
に
増
加
し
ま
し
た
。

寄
付
の
目
的
は
総
合
計
画
に

挙
げ
る
五
つ
の
大
綱
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
が
、
約
８
割

は
使
途
目
的
を
指
定
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
は
現
在
実
施
に

向
け
進
め
て
お
り
、
企
業
版

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
総
務

省
の
地
域
活
性
化
起
業
人
制

度
を
活
用
し
、
今
年
度
民
間

企
業
か
ら
栄
養
士
の
派
遣
を

受
け
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

幼小中一貫校の施設設備の
方向性について
～今後の基本計画で検討～

さ
ら
な
る
拡
充
を
期
待
し

て
（
１
）
寄
附
金
額
の
推
移

笹原 和織 議員

ふるさと納税制度の
進化拡大策について
～さらに拡充していきます～
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幼
小
中
一
貫
校
の
事
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
住
民
と
の
対

話
が
十
分
で
き
る
も
の
に

な
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

教
育
長　
以
前
議
会
に
示
し

た
も
の
は
基
本
構
想
案
の
状

態
で
あ
り
、
今
後
、
事
業
の

進
捗
状
況
に
よ
っ
て
は
、
見

直
し
を
図
り
、
変
更
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

基
本
計
画
の
策
定
時
期
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
の
秋
ご

ろ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

小　

林　

基
本
構
想
に
つ
い

て
、
説
明
会
な
ど
の
住
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

学
校
教
育
課
長　
基
本
構
想

に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
に

学
校
の
保
護
者
の
方
や
住
民

の
方
へ
の
説
明
会
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小　

林　

基
本
計
画
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
住
民
説

明
会
は
実
施
し
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長　
今
後
、
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小　

林　

幼
稚
園
児
の
入
園

児
や
出
生
数
が
激
減
し
て
い

ま
す
が
。

学
校
教
育
課
長　
幼
稚
園
の

入
園
児
数
の
減
少
は
一
貫
校

を
推
進
し
て
い
く
上
で
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

教
育
委
員
会
で
も
今
後
の
幼

稚
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

誰
も
が
働
き
や
す
い
役
場

に
す
る
た
め
、
以
下
の
取
組

み
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

①
定
期
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

調
査

②
第
三
者
機
関
に
よ
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
相
談
窓
口
の
設
置

③
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例

の
策
定

村

長

①
職
員
向
け
匿
名

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
き
ま
し
て

は
今
後
、
必
要
に
応
じ
て
実

施
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
専
門
的
知
識
が
必
要
な
場

合
が
生
じ
た
と
き
は
、
村
独

自
で
第
三
者
機
関
な
ど
を
設

置
し
て
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
も

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
条
例
の
制
定
に
関
し
て
は

必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は

村
民
の
重
要
な
意
見
な
の
で
、

極
力
個
別
の
回
答
を
し
、
そ

れ
が
で
き
な
い
も
の
は
そ
の

理
由
を
記
載
す
る
べ
き
で
は
。

村

長

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
お
い
て
は
、
原
則
と

し
て
全
て
の
意
見
項
目
に
対

し
て
村
の
考
え
方
を
公
表
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
村
の
考
え
方
の
定
義
は
、

計
画
策
定
や
条
例
な
ど
の
制

定
、
改
正
の
内
容
に
係
る
ご

意
見
に
対
し
、
修
正
や
追
記

な
ど
の
是
非
を
決
定
し
た
理

由
で
す
。

　
な
お
、
村
民
の
皆
さ
ま
へ

の
影
響
が
大
き
い
特
に
重
要

な
案
件
の
方
針
決
定
の
際
に

は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

住
民
懇
談
会
で
の
説
明
や
事

前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

で
村
民
の
ニ
ー
ズ
や
ご
意
見

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

小　

林　

回
答
の
中
に
は
、

村
の
考
え
方
を
示
し
て
い
な

い
と
感
じ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
。

政
策
推
進
課
長　
ご
意
見
や

ご
要
望
に
対
し
、
修
正
や
追

記
な
ど
の
是
非
を
決
定
し
た

理
由
を
村
の
考
え
方
と
し
て
、

そ
の
都
度
示
し
て
い
ま
す
。

幼小中一貫校施設整備事業の
広報・広聴及び候補地選定について
事業の進捗状況によっては見直し・変更の可能性もある

小林 大介 議員

役場職員向けハラスメント調査
アンケートの実施と第三者機関
による対応について
必要に応じて検討する

パブリックコメントの実施方法について
原則としてすべての意見に対して修正や追記
などの是非を決定した理由を回答する

清川村地域防災計画及び
国土強靭化地域計画について
今夏ごろ地域防災計画改定の予定
国土強靭化地域計画は現在作成中
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宮
ヶ
瀬
湖
の
湖
面
利
用
に

つ
い
て
、
令
和
６
年
度
予
算

案
に
実
現
可
能
性
に
係
る
調

査
業
務
負
担
金
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
件
は
岩
澤
村

長
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
協

定
５
者
間
の
協
議
が
開
始
さ

れ
ま
す
が
、
令
和
６
年
度
に

お
け
る
調
査
に
あ
た
っ
て
の

村
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

村

長

国
や
県
、
関
係
市

町
村
５
者
間
で
の
湖
面
利
用

に
係
る
「
宮
ヶ
瀬
湖
湖
面
利

用
に
つ
い
て
の
基
本
協
定

書
」
に
基
づ
き
、
利
用
区
域

や
利
用
内
容
を
制
限
し
た
中

で
、
遊
覧
船
の
運
行
や
カ

ヌ
ー
競
技
の
実
施
、
親
水
池

に
お
け
る
自
然
観
察
な
ど
の

湖
面
利
用
が
さ
れ
て
い
ま
す

が
、「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
利
用・

釣
り
」
に
関
し
て
は
実
現
に

至
ら
ず
、
地
域
振
興
な
ど
の

有
効
性
は
十
分
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
宮
ヶ
瀬
湖
で
の

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
利
用
の
検
討

の
た
め
、
私
か
ら
協
議
の
場

を
設
置
す
る
よ
う
、
国
や
県
、

市
、
町
な
ど
の
関
係
機
関
に

働
き
か
け
を
し
、
令
和
３
年

６
月
か
ら
協
定
５
者
間
に
よ

る
打
合
せ
会
を
継
続
的
に
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
５

月
、
相
模
原
市
が
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
利
用
実
現
の
調
査
・
検

討
を
し
ま
し
た
が
、
設
備
設

置
や
採
算
性
な
ど
の
課
題
が

あ
る
と
の
結
論
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
県
、
宮
ヶ
瀬
ダ

ム
周
辺
振
興
財
団
お
よ
び
相

模
原
市
か
ら
、
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
利
用
の
実
現
の
可
能
性
と

周
辺
地
域
の
活
性
化
方
策
に

係
る
調
査
実
施
の
意
向
が
示

さ
れ
、
協
定
５
者
間
で
協
議

し
た
結
果
、
共
同
で
調
査
を

実
施
す
る
方
針
を
決
定
し
た

と
こ
ろ
で
、
調
査
費
用
は
行

政
規
模
に
応
じ
て
負
担
し
、

ま
た
、
令
和
６
年
度
の
調
査

結
果
に
基
づ
き
、
必
要
に
応

じ
て
、
令
和
７
年
度
以
降
さ

ら
に
詳
細
な
調
査
を
行
う
こ

と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
本
村
も
こ
の
取
組
に
参
加

し
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
利
用
に

よ
る
居
住
地
域
へ
の
影
響
や

カ
ヌ
ー
競
技
利
用
な
ど
へ
の

調
整
の
ほ
か
、
宮
ヶ
瀬
水
の

郷
地
区
と
の
地
域
連
携
・
情

報
共
有
が
必
要
不
可
欠
と
思

い
ま
す
が
、
最
終
的
に
は

宮
ヶ
瀬
湖
の
周
辺
地
域
の
振

興
と
地
域
全
体
で
活
性
化
す

る
取
組
が
重
要
で
あ
り
ま
す

の
で
、
関
係
機
関
と
し
っ
か

り
連
携
を
図
り
、
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
４
月
に
改
定
さ

れ
た
地
域
防
災
計
画
に
つ
い

て
現
在
、
見
直
し
を
行
わ
れ

て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
地
域
防
災
計
画

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
令
和
３
年
12

月
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般

質
問
し
た
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の

策
定
状
況
を
伺
い
ま
す
。

細野 賢一 議員

宮ヶ瀬湖の湖面利用に向けた
村の今後の取り組みについて
協定５者間において共同で調査を実施し
しっかり連携を図りながら進めていく

村

長

令
和
５
年
度
中
の

改
定
を
目
指
し
、
作
業
を
進

め
ま
し
た
が
、
国
の
防
災
基

本
計
画
や
県
地
域
防
災
計
画

の
修
正
が
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
改

定
に
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、

現
在
、
改
定
案
の
作
成
に
ま

で
至
っ
て
い
ま
す
の
で
、
県

お
よ
び
防
災
機
関
へ
の
意
見

照
会
や
、
今
月
末
開
催
の
村

防
災
会
議
を
経
た
後
、
議
員

各
位
に
も
ご
意
見
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、
最
終
案

を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
最
終
案
作
成

後
に
は
、
再
度
、
村
防
災
会

議
に
諮
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

今
年
の
夏
ご
ろ
ま
で
に
は
、

地
域
防
災
計
画
の
改
定
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
村
の
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
に
は
、
新
た
な
国
土
強
靭

化
基
本
計
画
の
内
容
を
取
り

入
れ
る
と
と
も
に
、
第
４
次

村
総
合
計
画
や
現
在
策
定
中

の
村
地
域
防
災
計
画
、
村
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
防
災
・
減

災
対
策
や
維
持
管
理
な
ど
に

も
深
く
関
係
が
あ
る
の
で
、

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

事
業
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
や
簡
易
水
道
事
業
実

施
計
画
、
み
ち
づ
く
り
計
画

な
ど
関
連
計
画
と
の
整
合
な

ど
も
含
め
、
し
っ
か
り
と
整

理
し
、
今
後
、
計
画
案
が
ま

と
ま
り
次
第
、
議
員
各
位
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

細　

野　

地
域
防
災
計
画
改

定
の
主
な
変
更
点
は
。

総
務
課
防
災
担
当
課
長　
避

難
勧
告
や
避
難
指
示
の
一
本

化
、
避
難
行
動
要
支
援
者
に

関
す
る
追
記
や
職
員
の
配
備

体
制
基
準
の
見
直
し
な
ど
で

す
。

細　

野　

国
土
強
靱
化
地
域

計
画
策
定
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

総
務
課
防
災
担
当
課
長　
12

月
ま
で
に
は
計
画
案
を
取
り

ま
と
め
、
年
明
け
に
は
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

３
月
に
は
策
定
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

清川村地域防災計画及び
国土強靭化地域計画について
今夏ごろ地域防災計画改定の予定
国土強靭化地域計画は現在作成中
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今
年
の
春
は
、
村
内
⼩
中
学
校
、
幼
稚
園
に
て
、

卒
業
式
、
⼊
学
式
に
出
席
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
村
の
花
で
あ
る
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
や
満
開
の

桜
が
⼊
学
式
に
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
、
ち
ょ
う

ど
⾒
ご
ろ
を
迎
え
て
い
た
の
が
印
象
的
な
式
典
と

な
り
ま
し
た
。
村
で
は
、
今
年
度
か
ら
始
ま
る
第

４
次
総
合
計
画
の
中
で
も
、「
幼
稚
園
、
⼩
学
校
、

中
学
校
が
密
接
に
関
わ
り
を
持
つ
村
の
特
性
を
生

か
し
、
学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、
地
域
・

家
庭
と
の
連
携
を
深
め
、
伝
統
や
⽂
化
の
伝
承
の

機
会
を
創
出
し
ま
す
」と
の
基
本
⽬
標
を
定
め
て

お
り
ま
す
。
⼦
供
た
ち
を
み
ん
な
で
⾒
守
り
、
育

て
て
い
く
村
と
し
て
、
議
会
で
も
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の「
き
よ
か
わ
議
会
だ
よ
り
」
は
、

お
か
げ
様
で
２
０
０
号
の
発
⾏
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
住
⺠
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く

情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
意
⾒
や
ご
要
望
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。（
城
）
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皆さんの傍聴をお待ちしています。

編
集
室
か
ら

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

第
５
回
議
会
報
告
会

令
和
６
年
３
月
30
日
（
土
）、

村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら

ぎ
館
に
お
い
て
第
５
回
議
会
報

告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
報
告
会
で
は
、
先
日

の
３
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
に
つ

い
て
主
な
事
業
の
概
要
説
明
の

ほ
か
、
各
議
員
の
活
動
内
容
の

報
告
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員

が
村
長
部
局
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
一
般
質
問
を
し
た
の
か
、

ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
村
長
側

の
答
弁
に
つ
い
て
の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
の
主
な
質
問
に

は
、
幼
小
中
一
貫
校
の
建
設
事

業
に
関
す
る
情
報
や
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
、
ま
た
、

女
性
の
消
防
団
へ
の
参
画
な
ど

が
あ
り
、
現
在
、
村
が
抱
え
る

喫
緊
の
課
題
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ご
み
中
間
処
理
施
設
現
地
視
察

令
和
６
年
２
月
16
日
（
金
）、

厚
木
愛
甲
環
境
施
設
組
合
「
ご

み
中
間
処
理
施
設
建
設
工
事
」

の
進
捗
状
況
に
お
け
る
現
地
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
ご
み
処
理
の

広
域
化
の
た
め
、
厚
木
市
、
愛

川
町
、
清
川
村
で
構
成
さ
れ
た

同
組
合
が
新
た
に
整
備
す
る
ご

み
焼
却
施
設
お
よ
び
粗
大
ご
み

処
理
施
設
の
建
設
で
、
令
和
３

年
度
に
実
施
設
計
お
よ
び
土
木

工
事
、
令
和
４
年
度
に
施
設
本

体
の
建
築
工
事
が
着
手
さ
れ
、

令
和
７
年
12
月
の
供
用
開
始
に

向
け
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今

回
は
そ
の
工
事
の
様
子
を
視
察

し
ま
し
た
。

郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会

令
和
６
年
３
月
27
日
（
水
）、

郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
愛
川
町
・
清
川
村
の

議
会
議
員
お
よ
び
事
務
局
職
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は「
異
常
気
象
と
防
災
」

を
テ
ー
マ
に
現
在
、
お
天
気

キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
で
活
躍
中
の
気
象
予
報

士
・
防
災
士
の
長
谷
川
愛
氏
を

講
師
と
し
て
招
き
、
近
年
の
異

常
気
象
に
よ
る
災
害
発
生
や
地

球
温
暖
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
ほ

か
、
熱
中
症
対
策
や
防
災
に
関

し
、
日
ご
ろ
か
ら
の
心
が
け
や

備
え
方
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ

れ
、
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

議会報告会の様子

施設本体の建築工事を視察

研修会の様子
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